
資料 6 

住民意向の把握 

 

〇 町では、「みんなでつくる笠置町次期総合計画 住民・職員 意見集約キット」を作成

し、これを全世帯に配布することで、「住民総参加による計画策定」を進めたいと考え

ています。 

 

意見集約キットの構成イメージ 考え方など 

はじめに 
（１）総合計画とは 

（２）これまでの総合計画 

① 第１、２次計画 

・ 各計画の時代的性格と各計画期間におけるエポッ

ク 

② 第３次計画 

・ 成果と課題 

（３）次期計画策定の考え方 

〇 町長から住民のみなさんへ

のメッセージとして調整しま

す。 

〇 資料 2 などを材料として、

内容を調整します。 

１．新しい総合計画をつくるために 
（１）笠置町の抱える問題 

（２）世の中の動き 

〇 （１）は、基礎自治体としての

存続の危機に係る内容を踏

まえた課題として調整しま

す。 

〇 （２）は、資料4などを材料と

して、内容を調整します。 

２．笠置町の自治の課題 
（１）行政機能の精査・再編 

① 進行管理可能な行政運営への転換 

・ 予算と連動する基本計画・実施計画 

② 広域行政へのシフト 

③ 役場機能の高効率化 

（２）住民主体のまちづくり 

① 直接参加型の住民自治の仕組みづくり 

・ 『みんなで取り組む達成目標』の共有と試行 

② まちづくり組織・団体等の再編 

③ まちづくりの資源 

〇 「ミニマムな行政機能の堅

持」「住民総参加のまちづく

り」を、笠置町のこれからの

自治に係る 2 大課題として

整理します。 

３．新しい総合計画をみんなでつくるために 
→ A票：住民・職員意識調査 

→ B票：『わが事』で発想するまちづくり提案 

〇 「住民の皆さんへのお願い」

として作成。 

〇 A 票は、構想・計画策定に係

るアンケート調査です。 

〇 B 票は、取り組み提案の作

成要領・様式を載せるととも

に、相談窓口を示します。 

  



（参考） 

 
 
 

みんなで達成する目標（イメージ） 

達成目標 
〇 地区のメインストリートが花いっぱいになっ

ている。 

指標 
〇 ３年後も取り組みが継続し、携わった地区住

民が、だいたい3割くらいにはなっている。 

こんな人たちと

一緒に取り組み

たい 

〇 花好きな人。 

〇 みちばた・まちかどでのおしゃべりが好きな

人。 

住民が 「わが

事」で取り組む

こと 

〇 花苗をつくる、水やり・草引きなどをする。 

〇 ガーデニングに参加する。 

地区で取り組

むこと 

〇 年間を通じたガーデニングを計画する。 

〇 『花いっぱいロード』をテーマにしたフォトコ

ンテストを地区合同で主催する。 

組織・団体が取

り組むこと 

〇 『花いっぱいロード』をテーマにしたフォトコ

ンテストを後援する。 

行政が取り組

むこと（支援・環

境整備など） 

〇 種苗やプランター、ハンギングバスケットな

どの購入助成をする。 

〇 『花いっぱいロード』をテーマにしたフォトコ

ンテストを共催する。 

 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

みんなで 

取り組む 

達成目標 

次期総合計画 〇 行動主体が「住民」「地域」とな

る取り組みを含める計画へ

（モデル取り組み的に） 

〇 住民・地域の取り組みがまち

づくりに位置付けられ、促進

される仕組みづくりへ。 

〇 進行管理がしやすい、予算と

連動する計画にする。 

〇 達成に必要な、基

本計画・実施計画

で考慮すべき行政

の取り組みを。 

〇 『わが事』の発想か

ら、みんなで達成

したい目標と行動

のイメージを。 


